
市
の
第
４
回
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
が

日
15

に
開
か
れ
、
平
成

年
度

30

の
国
保
税
改
定
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
ま
し
た
。

日
に
県
か
ら
示
さ
れ

10
た
確
定
係
数
に
基
づ
く
納

付
金
が
前
回
（
仮
係
数
）

比
で
約
１
６
３
５
万
円
引

き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
加
入
者
１
人
当
た
り

の
賦
課
額
が
前
回
協
議
会

提
案
よ
り
約
５
０
０
円
引

き
下
げ
と
な
り
、
前
年
度

比
１
万
１
０
４
円
△
９
・

２
％
の
引
き
下
げ
が
、
市

当
局
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し

た
。モ

デ
ル
世
帯
①
単
身
70

歳
・
年
金
収
入
１
４
５
万

円
（
所
得

万
円
）
・
持

25

家
（
固
定
資
産
税
２
万
９

千
円
）
・
７
割
軽
減
対
象

の
方
で
は
年
額
２
万
７
９

０
０
円
が
、
改
定
後
１
万

８
３
０
０
円
に
、
９
６
０

０
円
（

・
４
％
）
の
引

34

き
下
げ
に
な
り
ま
す
。

モ
デ
ル
世
帯
②
夫
婦
２

人
の
共
稼
ぎ
世
帯
・
給
与

収
入
２
９
２
万
円
（
所
得

１
６
０
万
円
）・
持
家
（
固

定
資
産
税
４
万
９
千
円
）

・
軽
減
な
し
の
方
で
は
、

年
額

万
８
０
０
円
が
、

27

改
定
後

万
６
４
０
０
円

24

に
、２
万
４
４
０
０
円
（
９

・
０
％
）
引
き
下
げ
と
な

り
、
前
回
提
案
か
ら
わ
ず

か
な
が
ら
引
下
幅
が
広
が

り
ま
し
た
。

基
金
活
用
含
め
国
保

負
担
軽
減
図
る
べ
き

委
員
と
し
て
出
席
し
た

菅
井
巌
市
議
は
、
「
財
政

見
通
し
で
、
全
国
ベ
ー
ス

で
加
入
者
が
減
少
し
国
保

医
療
費
の
減
少
が
示
さ
れ

て
い
る
中
で
、
保
険
給
付

費
が
試
算
通
り
伸
び
る
の

か
。
近
年
の
伸
び
は
高
額

薬
価
の
影
響
か
」と
質
問
。

こ
れ
に
対
し
、
市
は
「
高

額
療
養
費
は
、
本
体
部
分

の
医
療
費
の
伸
び
が
大
き

い
」
と
答
弁
。

菅
井
市
議
は
、
「
基
金

の
更
な
る
活
用
も
含
め
、

国
保
税
負
担
軽
減
を
図
る

べ
き
で
な
い
か
」
と
意
見

を
述
べ
ま
し
た
が
、
他
の

委
員
か
ら
は
「
先
進
的
医

療
な
ど
に
よ
り
医
療
費
の

増
嵩
が
考
え
ら
れ
、
一
定

の
基
金
は
必
要
と
考
え

る
」
な
ど
、
市
の
提
案
を

容
認
す
る
声
が
多
数
を
占

め
、
協
議
の
結
果
、
改
定

案
が
全
員
賛
成
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

国
保
税
改
正
に
向
け
た

議
案
は
、
３
月
市
議
会
で

審
議
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
市
議
選
で
日
本
共
産

党
が
公
約
に
掲
げ
た
国
保

税
一
人
当
た
り
１
万
円
の

引
き
下
げ
が
実
現
す
る
見

通
し
と
な
り
ま
し
た
。
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

坂 本 昌 栄
稲生2-33-47
２４－５９９３

山 田 守
宝田1-9-1-31
２３－６５４８

長谷川 剛
日枝坂本43-10
２４－１６７７

鶴
岡
市
消
防
団
出
初
式

が

日
、
鶴
岡
市
役
所
前

13

通
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

皆
川
市
長
は
観
閲
訓
示

の
な
か
で
、
「
い
ざ
と
い

う
時
、
市
民
の
い
の
ち
と

く
ら
し
を
守
る
消
防
団
の

役
割
は
非
常
に
大
き
い
。

今
後
も
そ
の
役
割
を
果
た

し
て
頂
き
た
い
。
」
と
述

べ
ま
し
た
。

当
日
は
雪
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が
、
伝
統
あ
る
纏

ま
と
い

振
り
が
披
露
さ
れ
、
消
防

団
音
楽
隊
の
力
強
い
演
奏

と
統
制
の
と
れ
た
各
部
隊

の
行
進
に
沿
道
か
ら
声
援

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

国民健康保険税率改定案（2018.01.15）

[　医療分　]

所得割 資産割 均等割 平等割

現行 8.30％ 19.5％ 25,200円 22,200円

改定案 7.90％ 廃止 25,200円 20,400円

差 △0.40％ 皆減 0 △1,800円

[　支援分　]

所得割 資産割 均等割 平等割

現行 2.40％ 10.00％ 7,800円 9,500円

改定案 2.80％ 廃止 8,400円 7,200円

差 ＋0.40％ 皆減 ＋600円 △2,300円

[　介護分　]

所得割 資産割 均等割 平等割

現行 2.60％ 7.50％ 10,800円 8,400円

改定案 2.50％ 廃止 10,800円 6,000円

差 △0.1％ 皆減 0 △2,400円

※加入者一人平均(年)△10,104円　△9.2％の引き下げ



介
護
保
険
事
業
計
画
等

策
定
懇
話
会
が

月

日

12

20

に
開
催
さ
れ
、
第
７
期
介

護
保
険
事
業
計
画
（
平
成

～

年
度
）
の
給
付
見

30

32

込
と
、
介
護
保
険
料
改
定

等
に
つ
い
て
、
市
担
当
課

よ
り
試
算
が
示
さ
れ
協
議

が
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
か

ら
菅
井
、
坂
本
、
山
田
の

３
人
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

高
齢
化
率
上
昇
見
込

み
な
が
ら
、
認
定
率
抑

制
見
込
む

市
の
計
画
は
、
第
１
号

被
保
険
者
（

歳
以
上
）

65

が
平
成

年
度
４
万
２
７

29

０
２
人
か
ら
平
成

年
度

32

４
万
３
２
２
１
人
に
増
加

を
見
込
ん
で
お
り
、
高
齢

化
率
も
同
年
度
比

・
１

33

％
か
ら

・
３
％
と
上
昇

35

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

一
方
で
要
介
護
認
定
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の

実
績
か
ら
平
成

年
度
８

29

７
３
４
人
か
ら
平
成

年
32

度
８
６
１
９
人
と
見
込
ん

で
お
り
、
認
定
率
の
抑
制

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

施
設
等
の
整
備
計
画
で

は
、
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
（
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
）

床
を
平
成

年

18

31

度
に
創
設
す
る
ほ
か
、
平

成

年
度
ま
で
に
小
規
模

32
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

創
設
・
移
転
な
ど
で
計
１

１
２
床
の
整
備
を
図
る
と

し
て
い
ま
す
。

認
定
抑
制
・
給
付
減
に

駆
り
立
て
ら
れ
る

国
は
改
定
介
護
保
険
法

の
下
で
、
要
介
護
認
定
率

の
下
が
っ
た
自
治
体
を

「
先
進
的
取
組
」
と
評
価

し
、
全
自
治
体
に
広
げ
る

た
め
に
「
要
介
護
状
態
改

善
」
目
標
計
画
を
定
め
、

そ
の
実
績
を
評
価
し
国
に

報
告
す
る
こ
と
を
義
務
付

け
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
町
村
に
は

国
の
評
価
指
数
に
応
じ
て

「
財
政
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
」
と
し
て
新
た
な
交
付

金
を
与
え
る
仕
組
み
ま
で

作
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
は
「
ア
メ
（
国

か
ら
の
交
付
金
）
」
を
ぶ

ら
下
げ
ら
れ
、「
ム
チ
（
目

標
設
定
と
評
価
の
義
務
化

と
都
道
府
県
指
導
）
」
に

よ
っ
て
、
要
介
護
認
定
の

抑
制
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
給

付
を
減
ら
す
こ
と
に
駆
り

立
て
ら
れ
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
か
ら
「
高

す
ぎ
る
」
と
批
判
さ
れ
て

い
る
介
護
保
険
料
の
さ
ら

な
る
引
上
げ
が
試
算
さ
れ

た
こ
と
は
、
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

３
月
議
会
に
向
け
て
し

っ
か
り
声
を
上
げ
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

雨水事務室入札結果（ ）内は予定価格
1月12日入札分

・市公共下水道事業 雨水新斎部羽越本線並行排水路
(北側)改良工事（平京田地内）（入札2業者）
(株)佐藤工務 18,600,000円（18,851,000円）

工期～3/27（落札率98.67％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
1月11日入札分

・市道七日町柳橋線（柳橋）橋梁長寿命化対策設計
業務（本町二丁目地内）（入札15業者うち6業者辞退）
(株)近代設計 8,270,000円（12,646,000円）

期間～3/19（落札率65.40％）
・野中漆原線道路改良工事（東岩本地内）（入札3業者）
(株)新栄 2,400,000円（2,497,000円）

工期～3/22（落札率96.12％）
・市道温海1号線 温海トンネル補修工事（温海地内）
（入札3業者）
(株)マルゴ 21,900,000円（27,350,000円）

工期～3/19（落札率80.07％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
1月11日入札分

・鶴岡市文化会館植栽工事（入札5業者うち1業者辞退）
(株)土田造園 2,640,000円（2,940,000円)

工期～3/14（落札率89.80％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月26日入札分

・市公共下水道事業 汚水七窪思恩園前ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ改
良工事（下川地内）（入札3業者）
日栄産業(有) 52,000,000円（53,654,000円）

工期～3/26（落札率96.92％）

「
子
ど
も
の
貧
困
と
こ

れ
か
ら
私
た
ち
が
す
べ
き

こ
と
」
と
題
し
た
立
教
大

学
名
誉
教
授
・
浅
井
春
夫

氏
の
講
演
会
が

日
開
催

13

さ
れ
、
共
産
党
市
議
団
５

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

浅
井
氏
は
、
「
子
ど
も

の
貧
困
の
背
景
に
あ
る
も

の
は
、
所
得
分
配
政
策
（
福

祉
施
策
）
が
機
能
し
て
い

な
い
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H12～14 H15～17 H18～20 H21～23 H24～26 H27～29 H30～32

2,750

3,353

4,158
4,392

5,583

6,242

6,800
介護保険料の推移（基準額・月額・円)

6,600

円

第１期　　第２期　　第３期　　第４期　　第５期　　第６期　　第７期

り
下
げ
て
新
た
な
条
例
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
、
目

標
数
値
を
掲
げ
て
、
本
気

で
向
か
わ
な
け
れ
ば
貧
困

を
減
少
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
な
ど
、
子
ど
も
の
貧

困
問
題
は
自
己
努
力
や
責

任
の
問
題
で
は
な
く
、
国

や
行
政
が
行
う
べ
き
も
の

で
あ
る
、
と
訴
え
ま
し
た
。

ま
た
、
「
人
間
は
平
和

が
あ
っ
て
こ
そ
健
康
で
文

化
的
生
活
が
送
れ
る
。
今

の
子
ど
も
た
ち
は
意
欲
が

奪
わ
れ
早
い
段
階
で
あ
き

ら
め
て
し
ま
い
、
若
者
は

言
葉
を
し
ら
ず
不
満
を
吐

き
出
す
こ
と
さ
え
出
来
な

く
な
っ
て
い
る
。
言
葉
の

対
話
を
増
や
し
、
不
満
を

吐
き
出
さ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ま

し
た
。

「
虫
歯
を
直
さ
ず
総
入

れ
歯
に
な
っ
た
子
ど
も
が

い
る
」
衝
撃
的
事
実
に
愕

然
と
し
ま
し
た
が
、
鶴
岡

市
で
の
実
態
を
つ
か
む
た

め
、
早
々
に
調
査
し
検
討

す
る
必
要
を
感
じ
ま
し

た
。

立教大名誉教授・浅井春夫氏の講演

よ
る
非
人
間
的

で

劣

悪

な

労

働
、
格
差
社
会

等
、
様
々
な
再

生
サ
イ
ク
ル
の

中
で
生
ま
れ
て

い
る
。
」
と
述

べ
、
子
ど
も
の

貧
困
の
実
態
調

査
を
行
い
、
現

状
を
把
握
し
て

根
本
を
洗
い
出

し
、
問
題
を
掘


